
弘前大学における三つの方針（ポリシー）

１．入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）

　弘前大学は，「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリシー）と「教育課程編成・
実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）を十分に理解し，以下に掲げる学力・行動力・意
欲を有する学生を求めています。

　　－　入学後に修める教養教育と専門教育の基礎となる学力
　　－　自立した個人として，または多様な人々と協働して，国際社会や地域社会に参画して

いこうとする行動力
　　－　生涯にわたって知的好奇心を持ち続け，知的・人格的に成長していこうとする意欲

　上記の学力・行動力・意欲を有する学生を選抜するために，多面的・総合的に評価する大
学入試を実施します。

■解説：入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）

　弘前大学の入学者受入れの方針の「学力」「行動力」「意欲」といったキーワード
には，入学時に学生が身につけておくべき力と卒業時に学生が身につけておくべき
力の２つが含まれています。その理由は，大学教育を効果的に実践し，学生を主体
的で能動的な知的探究者として社会に送り出していくためには，学生が入学前に身に
つけて来た学力の芽を大きく育て，花開かせることが重要だと考えているからです。

 　学生が入学時に身につけておくべき力とは，「学力の３要素」です。学力の３要素
は，初等中等教育において身につけるべき学力です。その内容は，①基礎的な知識・
技能，②知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現
力等の能力，③主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度，となっています。

 　また，卒業時に学生が身につけるべき力とは，弘前大学の「卒業認定・学位授与
の方針」や「教育課程編成・実施の方針」で掲げている「見通す力」「解決していく力」

「学び続ける力」です。詳細は本ホームページの該当部分を読んでみてください。

 　「学力」「行動力」「意欲」には，弘前大学の教育目的が内包されているため，「学力」
「行動力」「意欲」は「学力の３要素」と完全一致しているわけではありません。ただし，
教育理念の点で，両者は一致しています。よって，弘前大学の入学者選抜では，「学
力の３要素」を多面的・総合的に評価します。

 　実際の入試の内容や方法は，学部や学科，あるいは入試形態によって異なります。
詳細は各学部の入学者受入れの方針，入学者選抜要項・募集要項を確認してください。



２．教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）

　弘前大学は，学生の主体的・能動的な知的探究を通して，学生の知性ならびに人間性・社
会性を育む教育課程を編成・実施します。

　⑴　教養教育：教養教育は学生の探究の第一歩です。
　　－見通す力

　　　　学生に人類の叡智たる諸学問の構造を俯瞰する機会を提供することで，複眼的思考お
よび多元的価値観に立脚した省察を促します。これにより，国際社会や地域社会が抱え
る複雑な問題の本質を見通す力を養います。

　　－解決していく力
　　　　学生に国際社会や地域社会の実情や問題の複雑さに触れる機会を提供します。これに

より，学生が個人およびチームとして問題の解決に挑戦できるよう導いていきます。

　⑵　専門教育：専門教育は，学生の探究の集大成です。
　　－見通す力

　　　　学生に専門知識を体系的に教授することで，自然や社会への洞察を深化させます。
　　－解決していく力

　　　　学生に，専門知識を国際社会や地域社会の問題解決に応用したり，高度な学識を活か
して学術的問題の解決に取り組んだりする機会を提供します。これに加えて専門家とし
ての見識と職業倫理も，実践を通して培います。

　⑶　学士課程教育の再構築：学生の探究の過程こそが新しい学士課程の本質です。
　　－学び続ける力

　　　　卒業後，学生が国際社会や地域社会の一員として充実した生活を送るとともに，より
良い社会の実現に貢献していくことができるように，学生の探究の習慣を確立します。

３．卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）

　弘前大学は，変化が激しく，将来予測が困難な時代にあってこそ力を発揮できる主体的・
能動的な探究者を育み，高い倫理観をもって知的探究に取り組むための三つの力を身につけ
た者に対して学位を授与します。

　－　学際的な教養と高度な専門性を身につけ，学術的観点から自然や社会を見通す力
　－　学術的な知識を具体的な実践へ移し，国際社会や地域社会の問題を解決していく力
　－　常に新しい問題に挑戦し続け，生涯にわたって自らを成長させていく学び続ける力

＊ カリキュラム・ポリシー及びディプロマ・ポリシーの解説は，ホームページでご覧いただ
けます。　https://www.hirosaki-u.ac.jp/policy/policy.html
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人文社会科学部 

 

 

１）人文社会科学部が求める学生像  

人文社会科学部では，多元的な文化理解と現代社会に対する多面的理解を重視した教育カ

リキュラムを提供することによって，地域文化を含む自国の文化を創造し発信する力，地域

課題を含めて現代社会が直面している諸課題を発見・分析・解決する力を養い，社会に貢献

する人材の育成を目的としています。 

そのような人材の育成を目指すにあたって，「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・

ポリシー）と「教育課程編成・実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）を十分に理解し，

以下に掲げる学力・行動力・意欲を有する学生を求めます。 

・人文科学と社会科学の諸領域（考古学，歴史学，文学，哲学，法学，経済学，経営学，社

会学等）にかかわる専門知識・技能等を習得するための基礎学力 

・学んだ専門知識・技能を文化の振興や社会の発展に役立てるための行動力 

・人間文化の発展に貢献することや現代社会が直面する複雑な問題を解決することへの意欲 

  また，人文社会科学部の各課程は，それぞれ次のような学生を求めます。 

 

【文化創生課程】 

・地域社会の発展のために，地域の文化振興や地域のグローバル化の推進等の活動を担って

いけるような行動力のある人 

・国内外の有形無形の文化を人類共通の遺産として次世代に伝えていくこと，深い歴史認識

に立って世界情勢を的確に見極めることに意欲的である人 

 

【社会経営課程】 

・地域社会の発展のために，自治体の政策立案や地域産業の育成，地域住民との協働による

問題解決等に貢献していくことができるような行動力のある人 

・少子高齢化や人口減少，経済・産業基盤の変化等，現代社会が直面する諸課題を解決する

ことに意欲的である人 

 

２）入学志願者に求める学習の取組  

・教科・科目の学習を通して，歴史文化や社会に関する基礎知識をはじめ，論理的思考力・

情報処理能力，コミュニケーション能力等を身につけておく必要があります。 

・グループ学習等の体験型学習を通して，自分自身の考えを積極的に発信していく力や学習

に主体的に参加する姿勢を身につけておく必要があります。 

・物事を多面的に理解し，複雑化した問題を的確に分析する力を養うために，国内外の様々

な問題に広く関心を持つ姿勢や，多様な分野の学習に積極的に取り組む姿勢を身につけて

おく必要があります。 

 

３）入学者選抜の基本方針  

人文社会科学部では，人文社会科学分野の人材として育つにふさわしい学力・行動力・意

欲を有する学生を選抜する目的で，多面的・総合的な評価方法により，別表のとおり入学者

を選考します。 

  

user
タイプライターテキスト
各学部の入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）

user
タイプライターテキスト

user
タイプライターテキスト

user
タイプライターテキスト
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※令和３（2021）年度入学者より適用 

【別表１】入学者選抜方法と重点評価項目 

選抜区分 選抜方法 目的と概要 

重点評価項目 

学 

力 

行

動

力 

意

欲 

一般選抜 

（前期） 

共通テスト 高等学校修了レベルの学習の達成度を評価

するという観点から，左記の選抜方法に基づ

いて総合的に評価して選抜します。 ◎ ○ ○ 
個別学力検査 

志望理由書 

調査書 

一般選抜 

（後期） 

共通テスト 高等学校修了レベルの学習の成果を幅広

く応用・展開し，さまざまな課題を多面的に

把握し解決するための資質・能力を評価する

という観点から，左記の選抜方法に基づいて

総合的に評価して選抜します。 

◎ ○ ○ 
小論文 

志望理由書 

調査書 

総合型選抜Ⅰ 

小論文 本学部のアドミッション・ポリシーを正し

く理解した上で，本学部の教育カリキュラム

に基づく学習を主体的に進めていくための

資質・能力，適性，意欲・関心等を評価する

という観点から，左記の選抜方法に基づいて

総合的に評価して選抜します。 

○ ◎ ◎ 

個人面接 

学習計画書 

調査書 

注）点数評価・段階評価する項目のうち，◎大きい比重，○小さい比重 

 

 

【別表２】選抜方法の内容と評価要素 

選抜方法 選抜区分 選抜内容と評価要素 

小論文 

一般・後期 

人間の営みや現代社会が直面している課題等について，文献等の

資料を提示し自分の考えを述べさせる。 

 資料が示していることを十分に理解しているか，設問に対して自

分の考えを論理的に述べているか，日本語の文章表現として適切で

あるか．等を判断基準として，「学力」を評価する。 

総合Ⅰ 

一つのテーマについて論述させる。 

設問に対して自分の考えを論理的に述べているか，日本語の文章

表現として適切であるか等を判断基準として，「学力」を評価する。

個人面接 総合Ⅰ 

自己PR，志望理由と入学後の学習計画，大学卒業後の進路等につ

いて口頭発表させ，発表内容に関する質疑応答を行う。 

アドミッション・ポリシーを念頭に置いた志望課程への関心と意

欲が高いか，大学入学後の学習計画と将来への見通しについては明

確か，質疑応答が的確になされているか等を判断基準として，「学

力」，「行動力」，「意欲」を評価する。 

志望理由書 

一般・前期 志望理由について，これまでの勉学や様々な活動を通して得た経

験を元に記述させる． 

 専門分野に対する興味・関心などが高いか等を判断基準として，

「意欲」を評価する。 
一般・後期 

学習計画書 総合Ⅰ 

志望理由，入学後の学習計画と大学卒業後の進路等について，こ

れまでの勉学や様々な活動を通して得た経験を元に記述させる。 

アドミッション・ポリシーを理解し自己PRができているか，志望

理由が明確で学習計画は的確に立てられているか，将来の進路希望

は明確か等を判断基準として，「学力」，「行動力」，「意欲」を

評価する。 

調査書 

一般・前期  高等学校での科目の履修状況，教科外活動の状況，ボランティア

活動・各種の資格等の取得等を判断基準として，「行動力」を評価

する。 
一般・後期 

総合Ⅰ 
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教 育 学 部 
 

１）教育学部が求める学生像  

教育学部では，子どもの発育発達や能力に応じた主体的な学びを支援することのできる，

学校現場で活躍できる専門力と実践力を兼ね備えた教員を養成することを目的としていま

す。この観点から「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリシー）と「教育課程編

成・実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）を十分に理解し，以下に掲げる学力・行動力・

意欲を有する学生を求めます。 

・将来，教員になるための素養と，入学後に修める教養教育と専門教育の基礎となる学力 

・自立した個人として，または多様な人々と協働して，地域社会における教育に参画してい

こうとする行動力 

・教育者を目指して知的・人格的に成長していこうとする意欲  

また，教育学部の各課程・専攻は，それぞれ次のような学生を求めます。 

 

【学校教育教員養成課程 初等中等教育専攻】 

・小・中学校等の教員として必要な専門力・実践力を身に付けるために，自律的・協働的な

態度で学習活動に取り組む行動力のある人 

・将来，小・中学校等の教員として，学校教育に貢献したいという強い意志と，明確な目標

を持っている人 

     

【学校教育教員養成課程 特別支援教育専攻】 

・障害等の特別な教育的ニーズを教育，心理，病理などの多方面から理解し支援するために

自律的・協働的な態度で学習活動に取り組む行動力のある人 

・将来，特別支援学校等の教員として，特別な支援を必要とする幼児・児童・生徒の自立に

向けた活動に関わることを強く希望する人 

 

【養護教諭養成課程】 

・養護教諭として必要な専門力・実践力を身に付けるために，自律的・協働的な態度で学習

活動に取り組む行動力のある人 

・子どもの健康に高い関心を持ち，将来，養護教諭として学校教育に貢献するという強い意

志を持つ人  

 

２）入学志願者に求める学習の取組  

・高等学校で履修する教科・科目の基礎的理解だけでなく，取得する教員免許に則した深い

学び，課題の把握とその解決に向けたプロセスをわかりやすく表現や説明できる力を習得

しておくことが必要です。 

・将来，教員として同僚や児童・生徒，保護者とのコミュニケーションを円滑に育めるよう

に，課外活動やボランティア活動など，多様な人々と積極的に関わっていく主体的な経験

が望まれます。 

・日頃から社会情勢や教育問題に対して関心を持ち，困難な問題にも安易にあきらめること

なく乗り越えるための努力を惜しまない姿勢と，自己を高める継続的な向上心を身につけ

ておくことが必要です。 

 

３）入学者選抜の基本方針  

  教育学部では学力・行動力・意欲を有する学生を選抜するために，多面的・総合的な評価

方法により別表のとおり入学者を選考します。  
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※令和３（2021）年度入学者より適用 

【別表１】入学者選抜方法と重点評価項目 

選抜区分 選抜方法 目的と概要 

重点評価項目 

学 

力 

行

動

力 

意 

欲 

一般選抜 

（前期） 

小学校コース，中学校コース（音楽専修・美術専修・保健体育専

修を除く），特別支援教育専攻，養護教諭養成課程 

◎ ○ ○ 
共通テスト 高等学校修了レベルの学習の達成度を評価

すると共に，教員としての適性・資質・能力，

教員になろうとする意欲と教育に対する興

味・関心を評価するという観点から，左記の

方法により総合評価して選抜します。 

個別学力検査 

個人面接 

一般選抜 

（後期） 

小学校コース 

◎ 〇 〇 

共通テスト 高等学校修了レベルの学習の達成度を評価

すると共に，小学校教員としての適性・資

質・能力，教員になろうとする意欲と教育に

対する興味・関心を評価するという観点か

ら，左記の方法により総合評価して選抜しま

す。 

個人面接 

総合型選抜Ⅰ 

中学校コース（音楽専修・美術専修・保健体育専修） 

◎ ○ ○ 

実技試験 アドミッション・ポリシーを正しく理解した

うえで，本学部の教育カリキュラムに基づく

学習を主体的に進めるのに必要な，音楽・美

術・保健体育の教員としての基礎的な学力

（技能および知識）と資質・適性，教員にな

ろうとする意欲と教育に対する興味・関心を

評価するという観点から，左記の方法により

総合評価して選抜します。 

個人面接 

出願書類（調査

書） 

総合型選抜Ⅱ 

小学校コース，特別支援教育専攻，養護教諭養成課程 

◎ ◎ ◎ 

共通テスト アドミッション・ポリシーを正しく理解した

うえで，本学部の教育カリキュラムに基づく

学習を主体的に進めるのに必要な，教員とし

ての適性・資質・能力，教員になろうとする

意欲と教育に対する興味・関心を評価すると

共に，高等学校修了レベルの学習の達成度を

評価するという観点から，左記の方法により

総合評価して選抜します。 

小論文 
小学校コースのみ 

集団討論 

個人面接 

出願書類（調査

書・志望理由書） 

注）点数評価・段階評価する項目のうち，◎大きい比重，○小さい比重 

注）一般選抜では，調査書は面接試験の参考とする。 

注）総合型選抜Ⅰの保健体育専修では，スポーツ競技歴等が分かる資料を面接試験の参考とする。 
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【別表２】選抜方法の内容と評価要素 

選抜方法 選抜区分 選抜内容と評価要素 

実技試験 総合Ⅰ 

中学校コース（音楽専修・美術専修・保健体育専修） 

事前に提示した課題または運動種目について実技試験を行う。 

基本的な能力・技術等を把握し，音楽・美術・保健体育の教員とし

て必要な「学力」を評価する。 

音楽専修においては，演奏楽曲に関する知識等に関する口頭試問も

含む。 

小論文 総合Ⅱ 

小学校コース 

広い意味での教育に関する課題について自身の考えを記述させる。 

①内容（出題の意図を的確にとらえ，自分なりの考えを明確に主張

しているか等），②表現（文章の論理構成，適切な日本語，文字の

表記，字数の過不足）により，「学力」と「意欲」を評価する。 

集団討論 総合Ⅱ 

小学校コース，特別支援教育専攻，養護教諭養成課程 

与えられたテーマについてグループで討論を行う。 

討論を通して，①話し方・聞き方等のコミュニケーション能力，②

発言内容，③教員としての適性等を把握し「学力」「行動力」「意

欲」を評価する。 

個人面接 

一般・前期 質疑応答等を通して，①自己表現能力，②教職への目的意識，③教

員としての適性・資質・能力，④教員になろうとする意欲と教育に

対する興味・関心等を把握し「行動力」と「意欲」を評価する。 

総合Ⅰの保健体育専修においては，保健体育に関する知識を問う口

頭試問も行い，「学力」も評価する。 

一般・後期 

総合Ⅰ 

総合Ⅱ 

調査書 
総合Ⅰ 高等学校での教科外活動の状況，ボランティア活動・プロジェクト

活動など校内外での活動，各種の資格・免許取得などにより，主に

「行動力」を評価する。 総合Ⅱ 

志望理由書 総合Ⅱ 

小学校コース，特別支援教育専攻，養護教諭養成課程 

志望理由や活動実績等の内容から，①自己表現能力，②教職への目

的意識，③教員としての適性・資質・能力，④教員になろうとする

意欲と教育に対する興味・関心等を把握し，主に「意欲」を評価す

る。 

 

 



医学科 1 
 

医学部医学科 
 

 

１）医学部医学科が求める学生像  

医学部医学科では，豊かな人間性と高度の医学知識に富み，広い視野と柔軟な思考力をもっ

て社会的役割を的確に果たすことができる医師及び医学研究者の養成を目的としています。 

そのような人材の養成を目指すにあたって，「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・

ポリシー）と「教育課程編成・実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）を十分に理解し，以

下に掲げる学力・行動力・意欲を有する学生を求めます。 

 

・医学教育を受けるに十分な素養で，入学後に修める教養教育と専門教育の基礎となる学力  

・他人を思いやるやさしさと社会性を持ちながら，高度で先端的な医療を地域社会と連携しなが

ら実践してゆく行動力 

・生涯にわたり医師として医療・医学に貢献したいという明確な目的を持ち，何事にも前向きに

取り組み，知的・人格的に成長していこうとする意欲 

 

 

２）入学志願者に求める学習の取組  

・医学を修めるために，理系科目だけでなく，英語や文系科目もしっかりと履修し，応用力を

伴った総合的学力を身につけておくことが必要です。 

・将来，様々な医療職と連携し，多様なニーズに対応できる医療を実践するためには，コミュ

ニケーション能力と協調性を身につけておくことが必要です。 

・医学・医療を取り巻く社会問題や地域の動向に関心を持ち，自ら積極的に学ぶ姿勢を身につ

けておくことが必要です。 

 

 

３）入学者選抜の基本方針  

 医学部医学科では学力・行動力・意欲を有する学生を選抜するために，多面的・総合的な評価

方法により別表のとおり入学者を選考します。 

 

 

 

  



医学科 2 
 

※令和３（2021）年度入学者より適用 

【別表１】入学者選抜方法と重点評価項目 

選抜区分 選抜方法 ⽬的と概要 
重点評価項⽬ 

学 

力 

行

動

力 

意

欲 

一般選抜 

（前期） 

共通テスト 
高等学校卒業レベルの学習の成果を幅

広く応用・展開し，さまざまな課題を多

面的に把握し解決するための資質・能力

を評価するという観点から，左記の方法

により総合評価して選抜します。 

◎ ○ ○ 総合問題 

個人面接 

総合型選抜Ⅱ 

共通テスト 本学科の教育カリキュラムに基づく学

習を主体的に進めていくための資質・能

力，適性，意欲・関心等を評価する観点

から，左記の方法により総合評価して選

抜します。 

○ ◎ ◎ 

ケーススタデ

イの自学自習 

ワークショップ 

個人面接 

学士編入学 

(第2年次） 

TOEFL 
修業年限４年以上の大学卒業レベルの

学習の達成度及びさまざまな課題を多

面的に把握し解決するための資質・能力

を評価するという観点から，左記の方法

により総合評価して選抜します。 

◎ ◎ ○ 
基礎自然科学・

数学 

個人面接 

注）配点により評価する項目のうち，◎大きい比重，○小さい比重 

注）一般選抜（前期）及び総合型選抜・Ⅱの個人面接では，調査書及び志望理由書を参考資料とする。 

注）学士編入学（第2年次）の個人面接では，志望理由書を参考資料とする。 

 

 

【別表２】選抜方法の内容と評価要素  

選抜方法 選抜区分 選抜内容と評価要素 

総 合 問 題 
一般・前期 文章や資料の読解，分析を含め総合的思考力を試す設問によ

り，「学力」を評価する。 

個 人 面 接 

一般・前期 事前に提出される「志望理由書」を資料に用いて，志望理由，

医療に対する関心，卒業後の進路等について，質疑応答を行

うことにより，「行動力」，「意欲」を評価する。 総合Ⅱ 

学士編入学 

ケーススタ

デイの自学

自習 

 

総合Ⅱ 

 

与えられたシナリオ及び資料を読み，自身の考えを論述させ

る。読解力，日本語の文章力，論理的な表現力を通して，「学

力」を評価する。 

ワークショ

ップ 

 

総合Ⅱ 

与えられたテーマについて，グループで問題を解く。コミュ

ニケーション能力，協調性，積極性等により，「行動力」，

「意欲」を評価する。 

TOEFL 学士編入学 
英語について，修業年限４年以上の大学卒業レベルの「学力」

を評価する。 

基礎自然科

学・数学 
学士編入学 

物理・化学・生物・数学の筆記試験を通して，修業年限４年

以上の大学卒業レベルの「学力」を評価する。 

 



保健 1 
 

医学部保健学科 
 

１）医学部保健学科が求める学生像  

医学部保健学科では，保健医療の高度な知識及び技術を習得し，豊かな人間性と問題解 

決能力を備え，創造性，独創性と国際的視野を有し，社会で活躍できる人材の育成を目的と

しています。 

そのような人材の育成を目指すにあたって，「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・

ポリシー）と「教育課程編成・実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）を十分に理解し，

以下に掲げる学力・行動力・意欲を有する学生を求めます 

・保健医療専門職となるための学修に必要な基礎的学力 

・将来，他の医療職者と協調しながら保健医療活動を実践するための行動力 

・向上心と研究心を基に，保健医療の実践者として社会に貢献する強い意欲 

また，医学部保健学科の各専攻は，それぞれ次のような学生を求めます。 

 

【看護学専攻】 

・人間や生命，健康に関心を持ち，看護専門職者として知的・人格的に成長しようとする意

欲のある人 

・人間の尊厳を重んじ，人や社会，文化の多様性を認め，人と良好な関係を築くことができ

る人 

 

【放射線技術科学専攻】 

・診療放射線技師専門職となるための学修に必要な学力を有し，特に理系の科目をしっかり

履修した人 

・チーム医療の一員として積極的にコミュニケーションを図り，他の医療技術者と互いに協

力し合い，より良い医療を提供するための行動力のある人 

・医療を安全に行う能力を有し，生涯にわたり向上心・探究心を持ち続け，知的・人格的に

成長しようとする意欲のある人 

 

【検査技術科学専攻】 

・医療従事者としての自覚とチーム医療遂行のための協調性を持ち，鋭い観察力と洞察力な

らびに応用力を備えて保健医療の発展のために積極的に行動できる人 

・自然科学，保健医療，臨床検査に強い関心を持ち，検査職を通して人々の健康維持・増進

に積極的に取り組む意欲のある人 

 

【理学療法学専攻】 

・他者と適切な関係を築きながら，様々な人たちと協働して，障害者等が抱える問題の解決

に取り組む行動力を有する人 

・理学療法士として向上心・研究心を持って保健医療に取り組み，障害者等のリハビリテー

ションに貢献したいという強い意欲のある人 

 

【作業療法学専攻】 

・作業療法の対象者の個別の価値観や生活を尊重し，対象者の希望に沿った作業活動を考え

つつ実践するための行動力のある人 

・チーム医療の一員として，他職種を尊重しながら，作業療法を積極的に実行する意欲のあ

る人 

 



保健 2 
 

２）入学志願者に求める学習の取組  

・医療従事者は，高度な知識や技術が求められますので，高等学校においては履修するすべ

ての教科についての幅広い知識が必要とされます。 

・チーム医療の一員として医療にかかわることも多いため，課外活動やボランティア活動も

含めて積極的な取り組みを行う行動力を持っていることが望まれます。 

・研究心や探求心などに基づき，様々なことにかかわる意欲や他者への思いやりを持つこと

が必要です。 

 

 

３）入学者選抜の基本方針  

 医学部保健学科では学力・行動力・意欲を有する学生を選抜するために，多面的・総合的評

価方法により別表のとおり入学者を選考します。 

 

  



保健 3 
 

※令和３（2021）年度入学者より適用 

【別表１】入学者選抜方法と重点評価項目 

選抜区分 
 

目的と概要 
重点評価項⽬ 

選抜方法 
学 

力 

行

動

力 

意

欲

一般選抜 

（前期） 

共通テスト 高等学校修了レベルの学習の達成度を評価す

るとともに，医療従事者としての資質・能力，

適性，意欲・関心等を評価するという観点か

ら，左記の方法により総合評価して選抜しま

す。 
◎ 〇 〇

個別学力検査 

小論文（該当する

専攻のみ） 

志望理由書 

調査書 

総合型選抜Ⅱ 

 

共通テスト 本学科の教育カリキュラムに基づく学習を主

体的に進めていくための基礎的学力，資質・

能力，適性，意欲・関心等を評価するという

観点から，左記の方法により総合評価して選

抜します。 

◎ ◎ ◎

小論文 

個人面接 

志望理由書 

調査書 

編入学入試 

(第3年次） 

学力検査 専門教育についての学習に強い意欲と行動力

を評価するという観点から，「学力」につい

ては，学力検査と小論文，「意欲」，「行動

力」については個人面接で評価し，総合評価

して選抜します。 

◎ ◎ ◎小論文 

個人面接 

注）点数評価・段階評価する項目のうち，◎大きい比重，○小さい比重 

注）編入学試験では，志望理由書は面接の基礎資料とする。 

 

【別表２】入学者選抜方法の内容と評価要素 

選抜方法 選抜区分 選抜内容と評価要素 

小論文 

一般・前期 

日本の保健医療が現代社会で直面している課題等をテーマに自身

の考えを記述させます。 

日本語の文章力，論理的な表現力の観点から「学力」を評価しま

す。 

また，さまざまな課題を多面的に把握し解決するための資質・能

力の観点から「意欲」，「行動力」も評価します。 

編入学 日本の保健医療が現代社会で直面している課題等をテーマに自身

の考えを記述させます。 

日本語の文章力，論理的な表現力の観点から「学力」を評価しま

す。 
総合Ⅱ 

個人面接 

総合Ⅱ 自己ＰＲ，志望理由，入学後の学習計画と大学卒業後の進路，高

等学校での学習や課外活動等について質疑応答を行います。 

志望理由，専門分野に関する興味関心についての質疑応答の内容

から「意欲」，課外活動・ボランティア活動についての質疑応答

の内容から「行動力」を評価します。 

編入学 

学力検査 編入学 
英語の基礎学力を問う問題に解答させます。 

英文和訳においては英語の文章の読解力と日本語の表現力を評価

します。 

志望理由書 

 

一般・前期 
志望理由，入学後の学習計画と大学卒業後の進路等について，こ

れまでの勉学や様々な活動を通して得た経験を基に自分の考えを

記入させます。 

本学科に対する理解や，専門分野に対する強い興味・関心，主体

的に学び続けようとする積極性などにより，「意欲」を評価しま

す。 
総合Ⅱ 

調査書 
一般・前期 高等学校での科目の履修状況，教科外活動の状況，ボランティア

活動・プロジェクト活動など校外での活動，各種の資格・免許取

得などにより，主に「行動力」を評価します。 総合Ⅱ 



⼼理 1 
 

医学部心理支援科学科 
 

 

１）医学部心理支援科学科が求める学生像  

医学部心理支援科学科では，科学的思考力を有し，こころの問題を感受し，その問題を解

決できる能力や生命に対する高い倫理性と豊かな人間性を有し，悩める人に寄り添い，心理

支援職としての役割を通して地域住民の健康と福祉に寄与し，社会に貢献する地域のリーダ

ーとなる人材の育成を目的としています。 

そのような人材の育成を目指すにあたって，「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・

ポリシー）と「教育課程編成・実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）を十分に理解し，

以下に掲げる学力・行動力・意欲を有する学生を求めます 

 

・心理支援職としての知識と技術を修得するのに必要な基礎学力 

・他職種と連携しチームの一員として心理支援活動を実践するための行動力 

・社会問題や地域の動向に関心をもち，心理支援職として社会に貢献する強い意欲 

 

 

２）入学志願者に求める学習の取組  

・心理支援職は，高度な知識や技術が求められますので，高等学校においては履修するすべ

ての教科についての幅広い知識が必要とされます。 

・他職種と連携しチームの一員として心理支援業務にかかわることも多いため，課外活動や

ボランティア活動も含めて積極的な取り組みを行う行動力を持っていることが望まれま

す。 

・幅広い研究心や探求心などに基づき，社会問題や地域の動向に関心を持ち，自ら積極的に

かかわる意欲や他者への思いやりを持つことが必要です。 

 

 

３）入学者選抜の基本方針  

  医学部心理支援科学科では学力・行動力・意欲を有する学生を選抜するために，多面的・

総合的な評価方法により別表のとおり入学者を選考します。 

  



⼼理 2 
 

※令和３（2021）年度入学者より適用 

【別表１】入学者選抜方法と重点評価項目 

選抜区分 
 

目的と概要 
重点評価項⽬ 

選抜方法 
学 

力 

行

動

力 

意

欲 

一般選抜 

（前期） 

共通テスト 
高等学校修了レベルの学習の達成度を評価

するという観点から，知識・理解力・思考力・

判断力・表現力について，共通テストと個別

学力検査により評価します。また，「意欲」，

「行動力」については，志望理由書及び調査

書により評価します。これらの結果を総合評

価して選抜します。 

◎ 〇 〇 
個別学力検査 

志望理由書 

調査書 

注）点数評価・段階評価する項目のうち，◎大きい比重，○小さい比重 

 

 

【別表２】入学者選抜方法の内容と評価要素 

選抜方法 選抜区分 選抜内容と評価要素 

志望理由書 一般・前期 

志望理由，入学後の学習計画と大学卒業後の進路等について，こ

れまでの勉学や様々な活動を通して得た経験を基に自分の考え

を記入させます。 

本学科に対する理解や，専門分野に対する強い興味・関心，主体

的に学び続けようとする積極性などにより，「意欲」を評価しま

す。 

調査書 一般・前期 
高等学校での科目の履修状況，教科外活動の状況，ボランティア

活動・プロジェクト活動など校外での活動，各種の資格・免許取

得などにより，主に「行動力」を評価します。 

 



理⼯ 1 
 

理 工 学 部 

 
１）理工学部が求める学生像  

  理工学部では，変化する現代社会に対応できる幅広い視野と科学・技術の発展に貢献でき

る力を養う教育カリキュラムを提供することによって，自然のしくみを探究する力，先端技

術社会を支える科学を発展させ技術を創造する力，変化する現代社会が直面する課題を発

見・分析・解決する力を養い，地域や国際社会に貢献する人材の育成を目的としています。 

  そのような人材の育成を目指すにあたって，「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・

ポリシー）と「教育課程編成・実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）を十分に理解し，

以下に掲げる学力・行動力・意欲を有する学生を求めます。 

 

・専門教育の基礎となる理数系の学力，および社会の中で専門的能力を活かすための基礎

学力 

・高等学校までに学習すべき課題に真摯に取り組むとともに，自らの個性や資質に合わせ

てその他の活動にも積極的に参加し，自らを成長させていく行動力 

・専門を生かして新たな課題を見いだし，解決するために学び続ける意欲 

 

また，理工学部の各学科は，それぞれ次のような学生を求めます。 

 

【数物科学科】 

（数学型） 

・数理科学への強い興味を持ち，数理科学に関する分野の学習に興味を持って取り組む意

欲のある人 

・探究心が旺盛で豊かな数学的知識と自在な数理的応用力をもって社会に貢献する意欲の

ある人 

（物理型） 

・自然の基本原理に興味を持ち，物理学に関する分野の学習に興味を持って取り組む意欲

のある人 

・物質を構成しその性質を決定している量子の世界から広大な宇宙の世界までを支配して

いる自然の基本原理を理解し，より深く探求することやその成果を社会へ還元すること

に意欲のある人 

 

【物質創成化学科】 

・化学物質の構造や化学反応のしくみを物質の機能と結びつけて探求することに興味を持

ち，化学に関する分野の学習に興味を持って取り組む意欲のある人 

・自ら課題を見いだし，暮らしを豊かにする機能性物質や環境調和を指向した機能性材料

を創成し，リサイクル，省資源，エネルギー創成技術等に関する諸課題を解決するため

の研究開発に意欲のある人 

 

【地球環境防災学科】 

・宇宙空間，大気・水圏，地質・岩石，地震・火山等を対象とした地球科学に関する分野

の学習に興味を持って取り組む意欲を持つ人 

・自ら課題を見いだし，地球に関する科学の深化や，地球環境問題の解決，自然災害の防

止に貢献することに意欲のある人 
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【電子情報工学科】 

・電子回路，電子材料，コンピュータとソフトウェア，通信ネットワーク，セキュリティ，

組込みシステムなどの電子情報工学に関する分野の学習に興味を持って取り組む意欲の

ある人 

・電子情報工学の発展に強い関心を持ち，学んだことの成果を社会の様々な分野で活用す

ることに意欲のある人 

 

【機械科学科】 

・医用・福祉，環境・エネルギー，航空宇宙，輸送機械，ロボット，ＡＩ，ナノテクノロ

ジーなどの機械科学に関する分野の学習に興味を持って取り組む意欲のある人 

・ものづくりに関する科学技術の発展に強い関心を持ち，失敗を恐れず継続してものごと

に取り組み，学んだことの成果を社会の様々な領域で活用することに意欲のある人 

 

【自然エネルギー学科】 

・自然や人間社会に深い興味を持ち，自然エネルギーに関する多様な分野の学習に興味を

持って取り組む意欲のある人 

・地域に存在する自然エネルギー源を利用することや，その活用に意欲のある人 

 

 

２）入学志願者に求める学習の取組  

・理工学分野の学問を学ぶために必要な力として，論理的思考力，自然科学に関する基礎

知識，表現やコミュニケーションの能力を身につけておくことが必要です。 

・自ら課題を探求し，主体的に取り組む学習態度，新しい発見や創造的な活動に取り組む

ための行動力が必要です。また，他者と協働して学習や研究などに取り組むことができ

る行動力や学習態度が必要です。 

・困難な課題に対しても安易にあきらめることなく取り組み，やり遂げようとする意欲を

持ち続けることが必要です。また，自然界の仕組みや社会を支える技術について日頃か

ら興味を持ち，学習に自発的に取り組む態度が必要です。 

 

 

３） 入学者選抜の基本方針  

  理工学部では，前記の学力・行動力・意欲を有する学生を選抜するために，多面的・総

合的な評価方法により，別表のとおり入学者を選考します。  
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※令和３（2021）年度入学者より適用 

【別表１】⼊学者選抜⽅法と重点評価項⽬ 

選抜区分 選抜方法 目的と概要 

重点評価項目 

学 
力 

行 
動 
力 

意 
欲 

一般選抜 
（前期） 

共通テスト 高等学校修了レベルの学習の達成度を評価す
るという観点に，本学部の教育カリキュラム
に基づく学習を主体的に進めていくための意
欲，行動力に関する観点を加味し，左記の方
法により総合評価して選抜します。 

◎ ○ ○ 
個別学力検査 

出願書類（志望理
由書・調査書） 

一般選抜 
（後期） 

共通テスト 高等学校修了レベルの学習の達成度を評価す
るという観点に，本学部の教育カリキュラム
に基づく学習を主体的に進めていくための意
欲，行動力に関する観点を加味し，左記の方
法により総合評価して選抜します。 

◎ ○ ○ 
個別学力検査 

出願書類（志望理
由書・調査書） 

総合型選抜Ⅰ 

講義の実施とそ
の内容に関する
レポート 

本学部の教育カリキュラムに基づく学習を主
体的に進めていくための資質・能力，適性，
意欲・関心等を評価するという観点から，左
記の方法により総合評価して選抜します。 

◎ ◎ ◎ 
個人面接（基礎学
力に関する試問
を含む） 

出願書類（志望理
由書・調査書） 

編入学入試 
(第3年次) 
推薦 

個人面接（口頭試
問を含む） 

本学部の教育カリキュラムに基づく専門科目
の学習を主体的に進めていくための資質・能
力，適性，意欲・関心等を評価するという観
点から，左記の方法により総合評価して選抜
します。 

◎ ◎ ◎ 
志望理由書 

推薦書 

調査書又は成績
証明書 

編入学入試 
(第3年次) 
一般 

個人面接（口頭試
問を含む） 

本学部の教育カリキュラムに基づく専門科目
の学習を主体的に進めていくための資質・能
力，適性，意欲・関心等を評価するという観
点から，左記の方法により総合評価して選抜
します。 

◎ ◎ ◎ 志望理由書 

調査書又は成績
証明書 

注）点数評価・段階評価する項目のうち，◎大きい比重，○小さい比重 

 

【別表２】⼊学者選抜⽅法の内容と評価要素 

選抜方法 選抜区分 選抜内容と評価要素 

個人面接 

総合Ⅰ 
基礎学力に関する試問，または口頭試問において，学部のカリキュラ
ムに基づく学習を進めるのに必要な「学力」を評価します。また，志
望動機，入学後の履修計画，卒業後の見通しなどに関する総合的な質
疑により，「意欲」および「行動力」を評価します。 編入学 

講義の実施と
その内容に関
するレポート 

総合Ⅰ 
学部において実施する講義に，能動的に対応するために必要な「学力」
および「行動力」を評価します。 

出願書類（志
望理由書・調
査書） 

一般・前期 志望理由書に記載された志望理由と理工学部のアドミッション・ポリ
シーとの整合性から，「意欲」に関する評価を行います。また，調査
書記載の学習や課外活動に対する取組状況から「行動力」に関する評
価を行います。以上の評価を総合して段階評価とし，その評価に応じ
た加点を行います。 

一般・後期 

総合Ⅰ 

志望理由書 編入学 
志望理由と理工学部のアドミッション・ポリシーとの整合性から，「意
欲」に関する評価を行います。 

推薦書 編入学 
これまでの学習に対する取組や学習意欲に関する客観評価から，「意
欲」および「行動力」の評価を行います。 

調査書又は成
績証明書 

編入学 
これまでの学習に対する取組状況から，「行動力」の評価を行います。
また，3年次以降の履修に対応する能力についても評価します。 
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農学生命科学部 
 

１）農学生命科学部が求める学生像  

農学生命科学部では，農学と生命科学分野の基礎的・専門的な知識を身につけ，課題

探求・問題解決能力を備えた専門技術者・研究者として活躍でき，創造性と主体性をも

って地域はもとより国際的にも活躍できる人材を育成することを目的としています。こ

の目的のため，「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリシー）と「教育課程

編成・実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）を十分に理解し，以下に掲げる学力・

行動力・意欲を有する学生を求めます。 

・入学後に修める教養教育や，農学および生命科学の各分野の専門教育に必要な基礎学力

（高等学校の教科全般，特に理科，英語，数学） 

・農学および生命科学を通して国際社会や地域社会に参画しようとする行動力 

・農学と生命科学に興味を持ち，これらの基礎的・専門的な知識を継続的に学びたいとす

る意欲 

 

また，農学生命科学部の各学科は，それぞれ次のような学生を求めます。 

 

【生物学科】 

・生物学の遺伝子レベルから生態系レベルにわたる様々な基礎的知識や応用的知識を，

実社会への参画をみすえ，積極的に身につけようとする行動力を持つ人 

・生物学に強い興味を持ち，動植物の生命現象の解析を通じて，生物の基礎的現象のし

くみや生物が持つ多様性，適応戦略，進化のメカニズムの解明に意欲のある人 

 

【分子生命科学科】 

・分子レベルでの生命現象の理解や知識を活用した産業（例えば，医薬品，食品，化学

工業など）および学問分野で活躍しようとする行動力を持つ人 

・生命現象のしくみや機能に興味を持ち，高校で学習した生物や化学の知識を基に分子

レベルでこれを理解し，さらに追求する意欲のある人 
 

【食料資源学科】 

・バイオテクノロジー，食品科学，作物生産環境について目的意識を持って学ぶことが

でき，これらの研究を積極的に行うことができる行動力を持つ人 

・学びの中から様々な課題を自ら見出し，解決する力を養い，学修後にそれを食料生産

や食品産業に役立てようとする意欲のある人 

 

【国際園芸農学科】 

・地域農業の活性化や国際的な展開に取り組む行動力を持つ人 

・農業生産の技術とその原理を学ぶことに意欲のある人 

・食と農の経済を学ぶことに意欲のある人 
 

【地域環境工学科】 

・自立した農業土木技術者として，社会的責任を自覚し，自主的継続的に学修し，多様

な人々と協働し，国内外の地域社会に参画していこうとする行動力を持つ人 

・数学や物理学などの自然科学に関する工学基礎知識を身に付け，水・土・農業土木関

連施設や農村・山間地に関わる総合的な工学知識を習得した農業土木技術者を目指し，

国内外の地域社会の問題解決や発展に貢献しようとする意欲のある人 
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２）入学志願者に求める学習の取組  

・農学および生命科学の各分野の教育を受けるために必要な基礎学力だけではなく，論理

的思考力，読解力，記述能力などの修得が必要です。 

・自分自身の考えを持ち，さまざまな課題に立ち向かい，解決する行動力を身につけてお

くことが必要です。 

・実験室のみならずフィールドでの学習・研究活動を自主的かつ積極的に取り組む意欲が

必要です。 

 

 

３）入学者選抜の基本方針  

  農学生命科学部では学力・行動力・意欲を有する学生を選抜するために，多面的・総合

的な評価方法により別表のとおり入学者を選考します。 
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※令和３（2021）年度入学者より適用 

【別表１】入学者選抜方法と重点評価項目 

選抜区分 選抜方法 目的と概要 

重点評価項目 

学 
力 

行 
動 
力 

意 
欲 

一般選抜 
（前期） 

共通テスト 高等学校修了レベルの学習の達成度を評価する
という観点から，共通テストと個別学力検査によ
り「学力」を評価します。また，志望理由書と調
査書により「行動力」，「意欲」を評価します。
これらを総合評価して選抜します。 

◎ ○ ○ 
個別学力検査 

志望理由書 

調査書 

一般選抜 
（後期） 

共通テスト 高等学校修了レベルの学習の達成度を評価する
という観点から，共通テストと小論文により「学
力」を評価します。また，志望理由書と調査書に
より「行動力」，「意欲」を評価します。これら
を総合評価して選抜します。 

◎ ○ ○ 
小論文 

志望理由書 

調査書 

総合型選抜Ⅰ 

志望理由書 アドミッション・ポリシーを正しく理解したうえ
で，本学部の教育カリキュラムに基づく学習を主
体的に進めていくための資質・能力，適性，意欲・
関心などを評価するという観点から，左記の方法
により総合評価して選抜します。 

○ ◎ ◎ 
調査書 

小論文 

個人面接 

総合型選抜Ⅱ 

共通テスト アドミッション・ポリシーを正しく理解したうえ
で，本学部の教育カリキュラムに基づく学習を主
体的に進めていくための資質・能力，適性，意欲・
関心などを評価するという観点から，左記の方法
により総合評価して選抜します。また，基礎学力
をより適正に判断するため，共通テストの成績を
選抜に用います。 

○ ◎ ◎ 

志望理由書 

調査書 

個人面接 

編入学入試 
(第3年次) 

小論文 本学部で専門教育を受けるために必要な「学力」，
「行動力」，「意欲」を評価するという観点から，
左記の方法により総合評価して選抜します。 

◎ ○ ○ 
個人面接 

編入学願 

成績証明書 

注）点数評価・段階評価する項目のうち，◎大きい比重，○小さい比重 

 

【別表２】入学者選抜方法の内容と評価要素 

選抜方法 選抜区分 選抜内容と評価要素 

小論文 

一般・後期 農学や生命科学などに関連する，いくつかのテーマについて論述させ
る。論理的思考力，読解力，記述能力などを有しているかどうかを精
査することにより，「学力」を評価する。 総合Ⅰ 

編入学 

個人面接 

総合Ⅰ 志望理由，興味・関心がある研究分野などについて，質疑応答を行う
ことにより，「行動力」，「意欲」を評価する。また，面接の過程で，
口頭試問を行うことにより，「学力」を評価する。編入学入試では「学
力」を重視するため，より専門的な内容の口頭試問を行うことがある。 

総合Ⅱ 

編入学 

志望理由書 

一般・前期 志望理由，将来への展望，自己ＰＲなどについて，これまでの勉学や
様々な活動を通して得た経験を基に記入する。本学部に対する理解
や，専門分野に対する強い興味・関心，主体的に学び続けようとする
積極性などにより，「行動力」，「意欲」を評価する。 

一般・後期 

総合Ⅰ 

総合Ⅱ 

調査書 

一般・前期 高等学校での科目の履修状況，教科外活動の状況，ボランティア活
動・プロジェクト活動など校外での活動，各種の資格・免許取得など
により，「行動力」，「意欲」を評価する。 一般・後期 

総合Ⅰ 

総合Ⅱ 

編入学願 編入学 
本学部に対する理解，専門分野に対する強い興味・関心，主体的に学
び続けようとする積極性などにより，「行動力」，「意欲」を評価す
る。 

成績証明書 編入学 
教養科目や専門科目の成績を精査することにより，各学科の教育研究
内容に関連する「学力」を評価する。 
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